
どうしていますか　下肢装具
What approach do you take regarding lower limb orthoses?

　脳卒中をはじめとする麻痺性疾患に対する装具療法はリハビリテーション専門職にとって
必要不可欠な知識であり技術です．急性期・回復期においては治療手段の一つとして，生活
期においては日常生活や社会生活を送るうえで必要な用具として，数多くある下肢装具の中
から選択・処方し，利用されています．
　今回の特集では下肢装具の選択や処方，継続した利用のための対策などに関して，急性
期から生活期まで医療の立場や訪問リハビリテーションの立場，義肢装具士の立場から幅広
く現状と課題を執筆していただきました．

1．急性期病院における現状と課題　973

尾﨑　文 氏ら

　脳卒中患者が初めて下肢装具を使用する急性期病院では，種々の下肢装具を備品とすると
ともに，回復期以降も有効に活用されるような下肢装具の作製が行われている．また，退院
後の修理や再作製のタイミングなどを見据えた病院内・病院間，介護サービス提供者など職
種間の連携，情報共有も不可欠と述べられている．さらに北九州市では，著者らの機関の協
力のもと，行政が中心となって「補装具管理手帳」を作成し運用されているのも特徴的であ
る．

2．回復期リハビリテーション病棟における現状と課題　981

和田恵美子 氏

　回復期リハビリテーション病棟においては，病態の変化に応じて調整が可能であり，スタッ
フが使い慣れている装具こそが “よい装具 ”である．下肢装具の選択や作製の実際を詳細に
示していただき，他の回復期リハビリテーション病棟にとっても参考になると考える．また，民
間病院ではあるが高知県の補装具の判定医療機関として公的な役割も担っていることは，他
の自治体や医療機関における補装具判定のあり方を考えるモデルとなるのではないだろうか．
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3．訪問リハビリテーション事業所の立場から　991

馬上泰次郎 氏ら

　生活期では身体状況の変化，装具の経年劣化，生活環境との不適合などさまざまな問題
が生じる可能性がある．訪問リハビリテーションあるいは通所リハビリテーションにおける専
門職による装具のフォローアップは，利用者が安全に装具を使用し続けるために重要な役割
を果たしている．一方で，理学療法士の養成校での義肢装具に関する実践的な教育内容の
不足が指摘されている．また卒後教育における研修機会の不足や実践的スキルの習得機会
が乏しいことも課題である．

4．製作事業者の立場から　999

二宮　誠 氏

　急性期病院においては，著者らが 25 年ほど前から改良を重ねているモジュラー式の装具
をリハビリテーション室の備品として使用している．その後回復期では本人用の装具を作製し
ていくが，具体的な短下肢装具の選択について経験に基づく細かな工夫が紹介されている．
患者の社会復帰率を向上させるためにも，定期的なフォローアップが必要であるとも述べら
れている．製作事業者の立場からは日常臨床や制度上の課題はまだまだあると思われるが別
の機会にお聞きしたい．

5．補装具のフォローアップ研究から　1011

高岡　徹 氏ら

　著者らは，2020～2023 年度まで補装具のフォローアップに関する現状調査と具体的な対
応策に関する厚生労働科学研究費補助金による研究を行った．今回はそのなかから身体障
害者更生相談所や自治体などの公的機関の調査を中心に解説してもらった．補装具のフォ
ローアップは補装具自体の損耗，不具合をみるだけでなく，支給された補装具によって利用
者の生活スタイルの変化，活動性の向上が得られたかを確認していく働きかけの機会でもあ
ることを認識したい．
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